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・研究成果の概要（和文）： 
 世界でもほとんど実施されていない、「分娩時の医学的データ」、「分娩第1期から第4期に実施

された看護項目・看護時間の実測データ」、及びそれらのデータがそろった分娩事例の「分娩時

の満足度調査データ」を5例収集した。 

分娩の総合的な安全性と質の保証について、産科、小児科、看護、助産の観点から分析し、今

後の安全性と質の担保と、経済効率の向上等には、人員配置、記録など看護管理的視点も重要で

あることを明らかにした。 
 
・研究成果の概要（英文）： 

The data was correction , that measurement nursing time, satisfaction, medical 
information of labor and delivery. There were rarely 3 kinds of data that measurement 
nursing time, satisfaction, medical information of labor and delivery. 
   Multiple analysis were challenged safety and quality assurance of labor and delivery. 
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１． 研究開始当初の背景 

 

わが国の分娩の実態を示す科学的実証デ

ータを用いて、安全と看護に関する状況を、

国民や政策に訴えることが緊急重要課題と

考える。 

齋藤らは、施設特性により分娩曜日や時刻

の分布に違いがあること、それらの分布と分

娩方針と、看護配置が適合していることが、

分娩の安全性確保に重要であることを先行

研究にて明らかにした。 

また産婦の満足度については、優れた分娩

時の看護ケアを提供する施設を選択する産

婦は、看護に対する期待も大きく、相対的に



評価は低くなり、「満足度」のみの分析では、

看護の差が満足度として出にくいことを示

した。満足度はアウトカム評価の大きな部分

であるが、科学として分析するためにはその

満足度を患者が評価するにいたった客観的

データが必須である。 

よって、分娩概要、看護時間、看護配置な

どの満足度の背景にあるデータを明確化し、

「産婦の満足度」を測定しない限り、多角

的・総合的分析にはなりえないことを、先行

研究から導いた。 

齋藤は、これまで分娩概要とタイムスタデ

ィによる看護実測値から世界的にも貴重で

あると考えられる、初産婦・経産婦それぞれ

の正常・異常事例の、分娩第 1 期から第 4

期までの平均的看護時間を明らかにした。さ

らに、分娩概要と産婦の満足度から満足度調

査の特性と限界を明らかにした。 

 

２．研究の目的：「分娩時の医学的データ」、

「分娩第1期から第4期に実施された看護項目

・看護時間の実測データ」、及びそれらのデー

タがそろった分娩事例の「分娩時の満足度調

査データ」のすべてがそろったデータを収集

し、分娩の安全と質の実証データを基盤とし

た多角的総合的に分析する。 

分娩時の安全と質を保証するシステムを開

発し、その効果と安全性と質を検証する。限

られた医療・看護資源の効果的・効率的な分

配の実現を目的とする。 
 
３．研究の方法 

研究開始にあたり、看護人員配置に関
する国内外の看護人員配置に関する看
護業務、看護時間測定、タイムスタディ
に関する論文、産科に関連する安全性と
患者の満足度に関する論文を収集し、文
献検討を行うこと。  

さらに、測定に用いる調査表をこれま
での研究結果を元に修正し完成するこ
とである。  

研究の最終フレームおよび測定用紙
の完成  

 本研究に用いる最終的研究フレーム、

「分娩概要に関する調査シート」、「勤務

状況に関する調査シート」「産婦の満足

度調査」などの調査用紙の最終版を完成

した。  

データ収集方法と実測  

 A 病院（分娩時の実測可能な病院で

年間分娩数は約 500 事例に及ぶ）で  

ア：分娩第 1 期から第 4 期までに、産

婦に実施された全看護時間の実測値（タ

イムスタディ法）と当該分娩時の看護配

置  

イ：分娩時の曜日・時刻、分娩経過、

重症度、誘発率、新生児の状態などの分

娩概要  

ウ：産婦の分娩に対する満足度  

 データの実測 （齋藤・伊藤・遠藤

および訓練を受けた測定者）  

上記データは以下の調査票を用いて

以下の方法で調査・実測する  

ア 外来で、妊婦にあらかじめ分娩時

の看護時間の測定につき、文書と口頭で

説明し了解を得る。測定者は、当該妊婦

の入院の連絡を受けしだい、待機室から

ただちに分娩室に行き調査を開始する。

「分娩時の看護の実測シート改良版」を

用いて、タイムスタディ法で分娩第 1 期

から分娩第 4 期までに、産婦に助産師や

看護師により、実施された全ての看護行

為と看護時間を測定し記録する。当該分

娩への助産師・看護師の配置、当該分娩

の勤務帯の病棟全体の、看護職員配置状

況を把握し記述する。  

イ 「分娩概要に関する調査シート改

良版」を用いて、当該分娩の日時、分娩

時間、分娩経過、出血量、新生児の状態

を分娩台帳、カルテなどから転記し、分

娩経過、分娩の重症度などを把握する。  

ウ 上記アの分娩時の看護時間デー

タを測定した事例の対象者に、退院まで

に「産婦の分娩満足度調査改良版」を用



いて、分娩時の満足度に関するアンケー

トに、回答していただくよう説明し、後

日回収する。分娩事例の分析には、外来

カルテ、入院カルテ、助産録等の情報を

用いる。   

 

４結果： 

１）文献検討 

McNiven ら は Supporting women in 

labor 論文において分娩時の全看護時間

に占めるサポーティブケア（以下の４つ

から構成される情緒、身体、教育・情報、

アドボカシー）の平均時間をワークサン

プリング法にて測定した。9.9％であっ

た。 

Gagnon ら は 、 Supportive care by 

marernity nurses: a work sampling 

study in an intrapartum 論文において

ワークサンプリング法でサポーティブ

ケア（身体、情緒、教育、アドボカシー）

の割合を調査したところ 6.1％であった。 

Gale らは、Measuring nursing support

論文において出産中の女性へのサポー

ティブケアを、ワークサンプリング法で

測定した。12.4％を占めていた。 

Barnett は 、 A new way to measure 

nursing でタイムスタディ法にて分娩中

の看護時間を測定した。 

２）結果 

当初の研究計画に従い、Ａ病院（分娩時の

看護行為と時間が、実測可能な病院で年間分

娩数は年間約 500 事例に及ぶ）で、代表研究

者齋藤、分担研究者伊藤、遠藤の準備・企画

のもとに、豊富な臨床経験を持つ助産師から

なる訓練を受けた測定者により、分娩第 1期

から分娩第 4期までの分娩経過にともなう医

学情報、産婦に実施した看護項目と看護時間

の詳細な測定データ、そのケアの受け手であ

る産婦の満足度測定を実施した。 

これらの3種類がそろったデータは世界的

にもきわめて貴重なデータである。 

齋藤により完成された、分娩時の調査

項目を日本医学情報学会（看護情報学

会）で公開し賛同を得た調査項目を用い

た。また、共同研究で得られたフレーム

により作られた、「分娩概要に関する調査シ

ート」、「分娩経過調査シート」、「産婦の満足

度調査」などの調査用紙により測定した。 

                              

第一段階の分析 研究代表者齋藤および、研

究分担者伊藤・遠藤・西により、医学経過に

伴い実施した看護行為の種類、実施時期、看

護の実施時間が分娩を安全と質保証の観点か

ら分析した場合、適切と言えるのかアルゴリ

ズム表を作成し、どのような介入パターンが

最も新人助産師が分娩を担当する場合におい

ても、安全か否かのモデルを作成した。ケア

の受け手である産婦の分娩の満足度に関する

解答を一例一例検証した。 

                              

第二段階の分析 研究代表者齋藤、研究分担者

伊藤・遠藤・西および連携研究者である成田・

坂梨・水流により、医学経過に伴い実施した看

護行為の種類、実施時期、看護の実施時間が分

娩を安全と質保証の観点から分析した場合、適

切と言えるのかアルゴリズム表を作成し、どの

ような介入パターンが最も新人助産師が分娩を

担当する場合においても、安全か否かのモデル

を作成する。ケアの受け手である産婦の分娩の

満足度に関する解答を一例一例検証した。          

 

Ａ病院にて研究代表者および分担者の綿密

な準備企画のもとに、豊富な臨床経験を持つ

助産師に、研究の概要を十分に把握させ、測

定に関する打ち合わせを綿密に実施訓練した

後、測定条件をできる限り一定に保証したう

えで、24時間待機制にて、分娩第1期から分娩

第4期までの看護行為看護時間の測定を、マン

ツーマンタイオムスタディ法にて実施した。 



測定を実施できた産婦の分娩に関する、分

娩概要に関する調査シート、分娩経過調査シ

ート、産婦の満足度調査を実施した。分娩第

１期から分娩第４期を測定した事例は５例で

あった。 

分娩所要時間の最大値は55時間44分、最小

値は3時間30分、長い経過時間と入院後緊急に

迅速な対応が必要な事例の両方を解析した。 

 

分娩所要時間は医学的定義からは短いも

のの、病院内滞在時間の長い分娩事例の、安

全と質の保証が必要であるという新たな課

題に対する解析を実施した。 

これらの解析結果は、アルゴリスム表にま

とめ、異常や、事故発生の要因分析や、分娩

時の看護の質の担保、新人助産師への教育等

の観点から有効であった。 

 

分娩時の安全と質を保証するための看護

介入モデルの提示最終的に得られた、安全で

質の高い分娩時の看護の実施のための、看護

行為、看護の介入時期、看護の実施時間など

の組み合わせにより、新人助産師が担当して

も最大公約数として安全と質を担保できる

看護介入パターンモデルを作成した。 

英国、フランス、カナダなどのガイドライ

ンや人員配置の方法を比較し、日本の分娩の

実情に即した安全と質保証システムを提案

した。 
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